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す
で
に
現
代
文
学
の
キ
ャ
ノ
ン
（canon

）
と
な
っ
た
村
上
春
樹
（
一
九
四

九
年
―
）
は
、
国
内
外
を
問
わ
ず
研
究
が
行
わ
れ
て
い
る
作
家
の
一
人
で

あ
る
。
そ
の
中
で
も
特
に
研
究
が
活
発
化
し
て
い
る
の
が
台
湾
で
あ
る
。

台
湾
の
淡
江
大
学
で
は
、
二
〇
一
四
年
九
月
に
村
上
春
樹
研
究
セ
ン
タ
ー

（
村
上
春
樹
研
究
中
心
）
が
設
立
さ
れ
て
お
り
、
村
上
春
樹
国
際
学
術
研
討

会
も
北
九
州
な
ど
で
こ
れ
ま
で
に
六
回
行
わ
れ
て
い
る
。
今
回
の
書
評
で

紹
介
し
た
い
の
は
、
そ
の
淡
江
大
学
日
本
語
文
学
系
、
及
び
村
上
春
樹
研

究
セ
ン
タ
ー
で
研
究
を
さ
れ
て
い
る
内
田
康
氏
の
著
作
『
村
上
春
樹
論

―
神
話
と
物
語
の
構
造
』（
瑞
蘭
國
際
、
二
〇
一
六
年
一
〇
月
）
で
あ
る
。

次
に
、
本
書
の
内
容
を
簡
単
に
論
じ
て
い
き
た
い
。
序
章
「
村
上
春
樹

作
品
と
テ
ク
ス
ト
の
深
層
」
で
行
わ
れ
て
い
る
の
は
、
本
書
で
首
尾
一
貫

し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
方
法
論
に
関
す
る
宣
言
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
村
上

の
こ
れ
ま
で
の
作
品
を
神
話
的
な
「
物
語
」
の
「
構
造
」（structure

）
へ

と
還
元
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
登
場
人
物
の
「
役
割
」（
本
質
）

に
関
し
て
も
同
じ
で
あ
り
、
第
三
章
「〈
他
者
〉〈
分
身
〉〈
メ
デ
ィ
ウ
ム
〉

―
村
上
春
樹
、

年
代
か
ら

年
代
へ

―
」
で
は
、
登
場
人
物
の
「
役

80

90

◎
書
評

内
田
康
著
『
村
上
春
樹
論

―
神

話
と
物
語
の
構
造
』

大

場

健

司

O
B

A
K

e
n

j
i

割
」
が
、
理
解
不
可
能
な
〈
他
者
〉
、
主
人
公
の
〈
分
身
〉
、
こ
の
世
界
と

別
の
世
界
を
媒
介
す
る
非
現
実
的
な
〈
メ
デ
ィ
ウ
ム
〉
の
三
種
類
に
区
分

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
更
に
、
第
六
章
「
「
調
和
の
と
れ
た
完
璧
な
共
同

体
」
に
潜
む
闇

―
『
色
彩
を
持
た
な
い
多
崎
つ
く
る
と
、
彼
の
巡
礼
の

年
』
論

―
」
に
お
い
て
は
、
『
色
彩
を
持
た
な
い
多
崎
つ
く
る
と
、
彼

の
巡
礼
の
年
』（
文
藝
春
秋
、
二
〇
一
三
年
四
月
）
の
「
構
造
」
が
、
カ
ー
ル

・
グ
ス
タ
フ
・
ユ
ン
グ
（C

arl
G
ustav

Jung,
1875-1961

）
の
ユ
ン
グ
派
心
理

学
に
お
け
る
「
元
型
」
か
ら
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
特
定
の
「
元

型
」
へ
の
構
造
主
義
的
還
元
自
体
、
何
も
真
新
し
い
も
の
で
は
な
い
か
も

し
れ
な
い
。
例
え
ば
、
平
野
芳
信
『
村
上
春
樹
と
《
最
初
の
夫
の
死
ぬ
物

語
》
』（
翰
林
書
房
、
二
〇
〇
一
年
四
月
）
で
は
、
村
上
春
樹
『
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の

森
』（
講
談
社
、
一
九
八
七
年
九
月
）
や
高
橋
留
美
子
（
一
九
五
七
年
―
）
の
マ
ン

ガ
『
め
ぞ
ん
一
刻
』（
『
ビ
ッ
グ
コ
ミ
ッ
ク
ス
ピ
リ
ッ
ツ
』
一
九
八
〇
年
創
刊
号
―
一

九
八
七
年
一
九
号
）
な
ど
に
《
最
初
の
夫
の
死
ぬ
物
語
》
と
い
う
「
構
造
」

へ
の
還
元
が
行
な
わ
れ
て
い
る
か
ら
だ
。
そ
れ
で
は
、
こ
う
い
っ
た
従
来

の
構
造
主
義
的
研
究
と
の
差
異
化
は
い
か
に
し
て
見
い
だ
さ
れ
得
る
で
あ

ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
本
書
に
お
い
て
「
人
が
既
存
の
神
話
や
歴
史
に
対
し

て
如
何
に
抗
し
う
る
の
か
」（
一
二
頁
）
と
い
う
「
構
造
」
へ
の
還
元
不
可

能
性
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
。

第
一
章
「
「
直
子
」
か
ら
、「
直
子
」
へ

―
村
上
春
樹
初
期
作
品
に
お

け
る
〈
喪
失
〉
の
構
造
化

―
」
で
論
じ
る
対
象
と
な
っ
て
い
る
の
は
、

村
上
の
デ
ビ
ュ
ー
以
来
一
〇
年
間
の
作
品
に
登
場
す
る
「
直
子
」
と
「
直

子
」
的
女
性
と
い
う
「
記
号
」（
一
五
頁
）
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
登
場
人

物
の
「
役
割
」（
本
質
）
が
、
〈
伴
走
者
〉
、
〈
表
層
的
喪
失
〉
、
〈
深
層
的
喪
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失
〉
に
還
元
さ
れ
な
が
ら
、
先
行
研
究
で
も
あ
ま
り
扱
わ
れ
る
こ
と
の
な

か
っ
た
「
街
と
、
そ
の
不
確
か
な
壁
」（
『
文
学
界
』
一
九
八
〇
年
九
月
号
）
が

論
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
喪
失
者
と
し
て
の

「
記
号
」
へ
と
還
元
さ
れ
る
と
き
、
こ
の
「
直
子
」
一
人
ひ
と
り
の
単
独

性
は
ど
の
よ
う
に
見
い
だ
さ
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
見
い
だ
す
に
は
、

反
復
す
る
「
構
造
」
か
ら
の
ズ
レ
（
差
異
）
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。

そ
の
よ
う
な
「
構
造
」
か
ら
の
ズ
レ
の
問
題
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
の
が
、

第
二
章
「
回
避
さ
れ
る
「
通
過
儀
礼
」

―
『
羊
を
め
ぐ
る
冒
険
』
論

―
」
で
あ
る
。
『
羊
を
め
ぐ
る
冒
険
』（
講
談
社
、
一
九
八
二
年
一
〇
月
）
は

こ
れ
ま
で
「
通
過
儀
礼
」
の
「
構
造
」
を
持
つ
「
物
語
」
と
し
て
読
ま
れ

て
き
た
。
本
章
で
見
い
だ
さ
れ
る
の
は
、
そ
の
「
通
過
儀
礼
」
か
ら
の
ズ

レ
で
あ
る
。
興
味
深
い
の
は
、
作
中
で
「
「
プ
ル
タ
ー
ク
英
雄
伝
」
や
「
ギ

リ
シ
ャ
戯
曲
選
」
や
そ
の
他
の
何
冊
か
の
小
説
」
へ
の
言
及
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
エ
ウ
リ
ピ
デ
ス
（E

uripides,
B
C
480?-B

C
406?

）
の
『
メ
デ
ィ
ア
』（M

edia,

B
C
431

）
に
お
け
る
「
金

の

羊

毛
探
索
伝
説
」
、
及
び
プ
ル
タ
ル
コ
ス

ゴ
ー
ル
デ
ン
・
フ
リ
ー
ス

（Plutarchus,
46?-127?

）
の
『
プ
ル
タ
ー
ク
英
雄
伝
』（P

arallel
L
ives,

2C
?

）

に
お
け
る
「
怪

物
退
治
伝
説
」
の
影
響
関
係
が
実
証
さ
れ
な
が
ら
、「
通

ミ
ノ
タ
ウ
ロ
ス

過
儀
礼
」
の
失
敗
が
語
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

第
二
章
で
論
じ
ら
れ
た
「
通
過
儀
礼
」
の
「
回
避
」
を
、
『
海
辺
の
カ

フ
カ
』（
新
潮
社
、
二
〇
〇
二
年
九
月
）
に
お
け
る
「
王
位
継
承
」
の
「
回
避
」

と
し
て
論
じ
た
の
が
、
第
四
章
「
〈
暴
力
〉
の
両
義
性

―
『
海
辺
の
カ

パ
ル
マ
コ
ン

フ
カ
』
を
中
心
に

―
」
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
『
羊
を
め
ぐ
る
冒
険
』

や
、
『
ね
じ
ま
き
鳥
ク
ロ
ニ
ク
ル
』（
新
潮
社
、
一
九
九
四
年
四
月
―
一
九
九
五
年

八
月
）
、
『
海
辺
の
カ
フ
カ
』（
新
潮
社
、
二
〇
〇
二
年
九
月
）
に
共
通
す
る
も
の

と
し
て
「
〈
父
な
る
も
の
〉
と
し
て
の
〈
王
〉
と
〈
王
権
継
承
回
避
〉
」（
一

一
三
頁
）
と
い
う
「
構
造
」
が
見
い
だ
さ
れ
な
が
ら
も
、
作
品
間
の
差
異

が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
特
に
興
味
深
い
の
は
、
第
四
節
「
デ
リ
ダ
「
プ

ラ
ト
ン
の
パ
ル
マ
ケ
イ
ア
ー
」
を
通
し
て
読
む
『
海
辺
の
カ
フ
カ
』
」
で

あ
ろ
う
。
周
知
の
よ
う
に
、
ジ
ャ
ッ
ク
・
デ
リ
ダ
（Jacques

D
errida,

1930 -

2004

）
は
「
プ
ラ
ト
ン
の
パ
ル
マ
ケ
イ
ア
ー
」（"L

a
pharm

acie
de

Platon,"
1968

）

に
お
い
て
書
き
言
葉
と
し
て
の
エ
ク
リ
チ
ュ
ー
ル
（écriture

）
論
を
展
開

し
た
の
で
あ
る
が
、
本
章
で
は
『
海
辺
の
カ
フ
カ
』
の
主
人
公
、
田
村
カ

フ
カ
を
エ
ク
リ
チ
ュ
ー
ル
に
な
ぞ
ら
え
、
話
し
言
葉
と
し
て
の
パ
ロ
ー
ル

（parole

）
的
「
真
理
」
の
「
回
避
」
す
な
わ
ち
「
王
位
継
承
」
の
「
回
避
」

を
行
う
も
の
と
し
て
読
ま
れ
て
お
り
、
興
味
深
か
っ
た
。

第
五
章
「
神
話
と
歴
史
を
紡
ぐ
者
た
ち

―
『1Q

84

』
を
め
ぐ
っ
て

―
」
で
は
、
主
に
『1Q

84

』（
新
潮
社
、
二
〇
〇
九
年
五
月
―
二
〇
一
〇
年
四

月
）
と
そ
の
プ
レ
テ
ク
ス
ト
（pretext

）
で
あ
る
『
古
事
記
』
の
関
係
が
論

じ
ら
れ
て
い
る
。
著
者
の
内
田
氏
は
も
と
も
と
『
平
家
物
語
』
な
ど
古
典

を
研
究
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
こ
の
章
で
は
古
典
の
豊
富
な
文
献
が

生
か
さ
れ
て
い
る
。
『
古
事
記
』
と
い
う
国
民
国
家
の
神
話
を
プ
レ
テ
ク

ス
ト
と
し
て
選
ぶ
こ
と
は
、
小
説
が
国
民
国
家
の
「
構
造
」
を
強
化
し
て

し
ま
う
恐
ろ
し
さ
が
あ
る
。
し
か
し
、
『1Q

84

』
で
は
神
話
に
対
抗
し
て

個
人
レ
ヴ
ェ
ル
の
「
愛
」
の
「
物
語
」
を
対
置
す
る
こ
と
で
、
国
民
国
家

の
神
話
を
相
対
化
し
て
い
る
の
だ
と
い
う
。

こ
の
よ
う
に
、
本
書
で
は
徹
底
的
な
構
造
主
義
的
還
元
を
と
お
し
て
、

逆
説
的
に
「
構
造
」
か
ら
の
「
差
異
」
が
導
き
出
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

終
章
「
村
上
春
樹
文
学
に
お
け
る
神
話
と
物
語
の
構
造
」
で
は
、
こ
の
よ
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う
な
「
反
復
」
す
る
「
構
造
」
か
ら
の
「
差
異
」
が
、
「
そ
う
し
た
神
話

的
思
考
様
式
か
ら
人
は
如
何
に
し
て
離
脱
し
う
る
の
か
を
語
る
と
い
う
、

あ
る
種
の
〈
メ
タ
神
話
〉
」（
一
八
一
頁
）
と
し
て
発
見
さ
れ
て
い
る
。
す
な

わ
ち
、
「
構
造
」
に
は
還
元
不
可
能
な
も
の
が
逆
説
的
に
見
い
だ
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
本
書
の
最
後
に
お
い
て
、「
〈
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム

に
呼
ば
れ
よ
う
と
呼
ば
れ
ま
い
と
、
ム
ラ
カ
ミ
は
こ
こ
に
い
る
。
〉
」（
一
八

二
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、
最
終
的
に
見
い
だ
さ
れ
た
の
が
、「
物
語
」
の
「
構

造
」
を
「
反
復
」
さ
せ
る
「
ム
ラ
カ
ミ
」
と
い
う
作
家
の
固
有
名
で
あ
っ

た
の
も
興
味
深
い
。

最
後
に
、
こ
の
研
究
書
の
目
次
を
掲
載
し
て
お
く
。

〇
目
次

序
章

「
村
上
春
樹
作
品
と
テ
ク
ス
ト
の
深
層
」

第
一
章
「
「
直
子
」
か
ら
、
「
直
子
」
へ

―
村
上
春
樹
初
期
作
品
に
お
け
る
〈
喪
失
〉
の
構
造
化

―
」

第
二
章
「
回
避
さ
れ
る
「
通
過
儀
礼
」

―
『
羊
を
め
ぐ
る
冒
険
』
論

―
」

第
三
章
「
〈
他
者
〉
〈
分
身
〉
〈
メ
デ
ィ
ウ
ム
〉

―
村
上
春
樹
、

年
代
か
ら

年
代
へ

―
」

80

90

第
四
章
「
〈
暴
力
〉
の
両
義
性

パ
ル
マ
コ
ン

―
『
海
辺
の
カ
フ
カ
』
を
中
心
に

―
」

第
五
章
「
神
話
と
歴
史
を
紡
ぐ
者
た
ち

―
『1Q

84

』
を
め
ぐ
っ
て

―
」

第
六
章
「
「
調
和
の
と
れ
た
完
璧
な
共
同
体
」
に
潜
む
闇

―
『
色
彩
を
持
た
な
い
多
崎
つ
く
る
と
、
彼
の
巡
礼
の
年
』
論

―
」

終
章

「
村
上
春
樹
文
学
に
お
け
る
神
話
と
物
語
の
構
造
」

（
二
〇
一
六
年
一
〇
月

台
北
・
瑞
蘭
國
際

一
九
三
頁

四
〇
〇
元
）

（
韓
国
・
朝
鮮
大
学
校
外
国
語
学
部
日
本
語
科
助
教
授
）
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